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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、超伝導人工原子と LC プラズモンを組み合せた系において極限の強結合状態、深強結合を

世界で初めて実現し、理論と実験の良い一致を示している。本研究で検討している他の組合せの巨視的

量子系においても、適切な条件下で実現できる可能性は高く、共振器量子電気力学の学問的理解に大き

な貢献が期待できる。また、この強結合状態が普遍性を持つならば、巨視的量子系の物理に新天地が開

かれる可能性もある。 

 研究組織間の協力関係も適切であり、本研究の根幹をなす学問的基盤を研究期間の前半で構築できた

点で、当初の計画を上回って進展している。 

 

 


